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1．本研究の概要 

著者らは，鳥海山周辺における火山由来の堆積物に起因する

土砂災害発生メカニズムの研究 1～3）を行ってきており，本稿で

は秋田県由利本荘市の鳥海山山麓，矢島町荒沢地内で 2019 年

3 月に発生した土砂災害現場に焦点をあて，この地点における

斜面崩壊メカニズムの解明と，鳥海山周辺における土砂災害発

生地点の特徴などを収集･整理することを目的として検討し

た． 

写真-1 に示した調査地点は，秋田県由利本荘市矢島町荒沢

地内で発生した土砂災害現場である．荒沢川の左岸斜面に位置

しており，2019 年 3 月 13 日に下部のシルト岩が崩壊した．そ

の後，3 月 20 日にシルト岩の崩壊によって先端の押さえがな

くなったことにより，上部の岩屑なだれ堆積物が崩壊した． 

2．調査地点の地質 

上部に岩屑なだれ堆積物，下部に天徳寺層シルト岩という地

質構成である．シルト岩の上部は 地下水位の変動により風化

の度合いが著しい． 

調査地点の地層断面図を図-1 に示す．上層の岩屑な

だれ堆積物は大部分がシルトを多く含む地質だが，そ

の中に砂質土を多く含む土が点在していた．地すべり

の最も大きな要因になったと考えられる強風化シルト

岩と，上記 2 種類の岩屑なだれ堆積物を採取し，各種

実験を行った．  

3．土試料の物理的性質 

採取した試料を用いて下記の物性試験を実施した． 

① 含水比試験 

② 土粒子密度試験 

③ 粒度試験 

試験結果を表-1に，粒径加積曲線を図-2に示す．図-2 から，

砂質土を多く含む岩屑なだれ堆積物は砂分が約 80%であった

のに対して，シルトを多く含む岩屑なだれ堆積物は，砂分が

20%程度であった．岩屑なだれ堆積物は山体崩壊や土石流等の

イベントに伴って，種々の岩や土を巻き込んで堆積しており，

一様にその特性を区分することが難しい．その点，粒度や構成

されている土質の種類などで分類することができれば，その取扱いにおいて有益なものと考えている． 

 

 

 
写真-1 調査地点の全景 

 

図-1 調査地点の地層断面図 

表-1 土試料の物理的性質 

試料名 自然含水比

（％） 

土粒子密度

（g/cm³） 

シルトを多く含む岩屑なだれ堆積物 72.3 2.639 

砂質土を多く含む岩屑なだれ堆積物 21.4 2.569 

強風化シルト岩 54.4 2.577 

 

 

図-2 粒径加積曲線 
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4．定体積一面せん断試験 

4．1実験概要 

 本研究では，調査地点の岩屑なだ

れ堆積物において，シルトを多く含

むものと，砂を多く含むものの 2 パ

ターンを選定した．本稿では紙面の

都合上割愛したが，本調査地点の直

接的なすべりの要因となった強風

化シルト岩の再構成試料 4）でも一

面せん断試験を実施している．一面

せん断試験は圧密応力 c = 60，120 

kPa で圧密した後，定体積条件にて

せん断速度 0.1mm/min，せん断変

位 7mm の条件で実施した．また試

験では降雨時における強度低下を

調べるため，非浸水および浸水条件

で実施した．供試体を浸水させる際

には原位置での降雨を想定し，圧密

後に圧密応力を一定にし，浸水箱内

に蒸留水を注入して供試体を飽和

させた後にせん断した． 

4．2実験結果及び考察 

 図-3，図-4 に各土試料一面せん断試験時の応力経路を示す．シルトを多く含むものと，砂を多く含む岩屑な

だれ堆積物は両者共に浸水条件において粘着力 ccuの低下がみられた．また，砂質土を多く含む岩屑なだれ堆

積物は，1/2 程度まで粘着力 ccuが低下しており，水浸に伴う粘着力の消失が認められ，圧密応力に伴う最大

せん断応力については変化があまりみられなかった．これは堆積環境に伴うセメンテーション効果により粒

子間の結びつきが強くなり，固結力を高めた結果，過圧密領域のせん断挙動を示す擬似過圧密効果５）による

ものと考えられる．また，本稿では割愛したが，強風化シルト岩の再構成した試料の粘着力 ccuは非浸水，浸

水ともに風化してないシルト岩の非浸水，浸水の粘着力と比較すると非常に低く，風化に伴う地盤の大幅な強

度低下が認められた． 

5．まとめ 

本研究では，鳥海山周辺における火山由来の体積物に起因する土砂災害発生メカニズムの解明に際して，矢

島町荒沢地内で発生した土砂災害現場を対象に調べた．その結果，調査箇所の岩屑なだれ堆積物の内，シルト

を多く含むものと，砂を多く含むものの 2 パターンにおいて，共に浸水による粘着力 ccuの低下を確認した．

また，砂を多く含むものについては，その程度が著しく，1/2 程度まで粘着力 ccuが低下することが分かった．

また，強風化シルト岩の再構成試料については，強風化していないシルト岩と比較すると，著しく粘着力が低

下しており，シルト岩の風化が本調査地における土砂災害原因のひとつであることが分かった． 
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図-3 応力経路図（シルトを多く含む岩屑なだれ堆積物） 

 

図-4 応力経路図（砂質土を多く含む岩屑なだれ堆積物） 
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